
「新兵庫史を歩く」フォーラム

広報あしや●　平成20年（2008年）２ 月１日号　No.981４

　児童センターからのお知らせ

留守家庭児童会学級一覧

問い合わせ　児童センター　緯22-9229/FAX22-1659(〒659-0061 上宮川町10-5)

【平成20年度 小学生トランポリン教室】

■日時　４月～（月）午後３時15分～４時　■対象　新１年生７人
■費用　年額5,500円　■申し込み　はがきで上記へ
【平成20年度 ジュニアパソコンクラブ】

■日時　４月～（月または木）①午後３時15分～４時②午後４時
～４時45分　■対象　①新１年生（月・木）各５人②新２年生（木）
５人　■内容　パソコンでお絵かきほか　■費用　年額5,500円
■申し込み　はがきで上記へ（①のみ希望の曜日を明記のこと）
※はがき（１教室１枚）に教室名、住所、氏名、電話番号、学年を記　
入し２月７日（木）までに上記へ。（いずれも当選者のみに通知）

【平成20年度 親子クラブ参加者募集】

■日時　４月～（週１回）午前10時～11時30分　■内容　親子で
造形、運動遊びほか　■対象　平成16年４月２日～17年４月１日
生まれの幼児と保護者（月・火・木・金）各16組　■費用　年額6,500
円　■申し込み　２月４日～６日の午前９時～午後５時までに
窓口へ。※申し込み多数の場合は抽選　
【平成20年度 ジュニアクラブ参加者募集】

■日時　４月～（火・金）午後３時30分～５時　■内容　造形活動、
ミニスポーツほか　■対象　新１年生６人　■費用　年額
14,000円　■申し込み　はがきで上記へ

　次のような判決がでています。
■無灯火運転

　《罰則》５万円以下の罰金（過失も同じ）
■夜間、無灯火のマウンテンバイクが歩行者に
　衝突。後遺障害が残った歩行者に、約2,580万
　円の損害賠償（平成８年10月：大阪地裁判決）
■歩行者妨害

　《罰則》２万円以下の罰金または科料
■歩道を走行していた自転車が歩行者に重傷を
　負わせた。降りて通行すべきだったとして、
　過失100％・約1,740万円の損害賠償（平成８年
　７月：東京地裁判決）
■傘さし運転や携帯電話の使用

　《罰則》５万円以下の罰金
■傘を前に傾けてさして通行していた自転車が
　歩行者に接触。転倒・負傷させ、約211万円の
　損害賠償（平成８年８月：大阪地裁判決）
　※傷害・賠償保険に加入していなければ、全
　　額自己負担になります。ご注意ください。

自転車も加害者になれば
賠償責任があります

問い合わせ　芦屋警察署交通課　緯23-0110

問い合わせ　上宮川文化センター　緯22-9229/FAX22-1659

■日　　　時　①２月13日（水）午後６時30分～②２月20日（水）午後１時～　
■会　　　場　上宮川文化センター　
■内容・講師　①「地域に根ざした民族文化」兵庫県朝鮮関係研究会代表・徐根植（ソ　クンシク）氏
　　　　　　　②「美味しいキムチを作ろう」韓国料理研究家・薫賢淑（トン　ヒュンスク）氏
■定　　　員　各先着20人　
■受 講 料　②のみ1,000円（材料費含む）
■申 し 込 み　電話かファクスで上記へ。講座名・住所・氏名・電話番号をお知らせください。

映画「ウリハッキョ　私たちの学校」

　３年半にわたり、北海道の朝鮮学校を撮影。生徒た

ちの日常生活を生き生きと描いた感動のドキュメンタ

リー映画。

■日時　２月23日（土）①午前10時～・②午後２時～
　　　　※各回とも、30分前に開場します
■会場　上宮川文化センターホール　
■定員　①②とも、先着各100人
　　　　※上記講座への受講も、併せてどうぞ。

　　　名　　　称　　　　　設 置 場 所  　　　　　　 所在地　　　　　　電　話
　 ひ ま わ り 学 級 精 道 小 学 校 内 精道町８-25 緯32-3165
　 な か よ し 学 級 宮 川 小 学 校 内 浜町１-９ 緯32-7127
　 わ ん ぱ く 学 級 山 手 小 学 校 内 山手町８-３ 緯32-8315
　 す ぎ の こ 学 級 岩 園 小 学 校 内 岩園町23-41 緯32-7448
　 や ま の こ 学 級 朝日ヶ丘小学校内 朝日ヶ丘町10-10 緯32-8271
　 し お か ぜ 学 級 潮 見 小 学 校 内 潮見町１-２ 緯38-3424
　 は ま ゆ う 学 級 打 出 浜 小 学 校 内 新浜町８-２ 緯32-5316
　 ら い お ん 学 級 浜 風 小 学 校 内 浜風町１-１ 緯32-4113
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関連企画【コンサート：耳をすます】

■日時　２月16日（土）午後２時～３時
■会場　ホール　■内容　ピアノとク
ラリネットの即興音楽　■演奏　石村
真紀（ピアノ）、三宅博子（クラリネット）
■参加費　300円（観覧料）　■申し込み
　直接会場へ

問い合わせ　美術博物館

緯38-5432/FAX38-5434

　　　　　子育て講演会子育てセンター
15周年記念

■日時　２月27日（水）午後２時30分～
４時30分（２時開場）　■会場　市民セ
ンター音楽室　■内容　「子育ては素
敵なこと」神戸大学大学院人間発達環境
学研究科教授・廣木克行氏　■定員　
100人（要予約）
＊託児あり
■申し込み　
２月４日（月）
午前９時から
下記へ
問い合わせ　子育てセンター

緯31-8006

　「新兵庫史を歩く－ＮＨＫ神戸放送局編－」の出版記念フォーラムです。
■日時　３月14日（金）午後２時～４時45分　■会場　
ルナ・ホール　■内容　＜第１部＞基調講演「『新兵
庫史を歩く』の楽しみ方」園田学園女子大学教授・
田辺眞人氏　＜第２部＞パネルディスカッション
「地域再発見“歴史・文化”を訪ねる」フォークシンガー・
高石ともや氏、作家・玉岡かおる氏ほか　■定員　
600人　■申し込み　往復はがき（１枚で２人まで）に
住所・氏名・電話番号を記入し、２月22日（金）〈必着〉
までに、ＮＨＫ神戸放送局「新兵庫史を歩くフォーラ
ム」係（〒650-8515　住所不要）へ

問い合わせ　公民館　緯35-0700

高石　ともや氏

時田直也ふれあいコンサート

■日時　２月16日（土）午後１時
30分～３時　■会場　市民セン
ター音楽室　■出演　時田直也
（バリトン歌手）　■曲目　千の
風になって／くいしんぼうのカ
レンダー／Amazing Graceほか
■定員　90人　■参加費　500
円　■申し込み　往復はがきに、
住所・氏名・電話番号・参加人
数を記入し、２月６日（水）まで
に下記へ

問い合わせ　公民館
緯35-0700（〒659-0068　業平町8-24）

時田　直也氏

在日コリアン問題を考える講座 ～民族文化と生活に学ぶ～
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冬の公民館講座
問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068 業平町8-24)

平成19年度「市民福祉講座」
～快適に安心して暮らすために～

■日時    ２月20日・27日・３月５日（水）午後２時～　■会場    市民
センター講義室　■内容    「収納アドバイス講座～収納とは２つの
シュウノウをマスターすることなり～」ルームプランナー・品田明
子氏／「暮らしとお金」野村證券投資情報部次長　原田伸之氏／
「これから役立つ遺言の話～あなたの大事な人のために～」尼崎合
同公証人役場公証人・須藤政夫氏　■定員    先着50人　■申し込み
電話で下記へ

問い合わせ　社会福祉協議会　緯32-7530

谷崎潤一郎記念館の催し
問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244
(メール ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp)

【雑学講座】　日曜「男の雑学塾」　大西久光「ゴルフ 男の心」と田舎の昼ごはん

■日時　２月24日（日）午前10時30分～午後１時30分　■会場　講義室　■講
師　日本ゴルフコース設計者協会理事長・大西久光氏　■定員　24人　■受
講料　4,000円（田舎の昼ごはん代含む）
【谷崎文学朗読会】　「源氏物語」朗読シリーズ　第11回「澪標（みおつくし）」

■日時　２月14日（木）午後１時30分～３時　■会場　講義室　■朗読　朗読
グループＲＳＴ・加藤順子、紅野芙美子　■定員　先着30人　■受講料　
1,000円（入館料・ドリンク代含む）
【春の講座】　華麗なるエコバッグを描く＆ケーキタイム

■日時　２月21日（木）午前10時～正午　■会場　講義室　■内容　オリジナ
ル手書きのエコバッグ作り　■講師　トールペイント作家・赤松瑞枝氏　
■定員　12人　■受講料　2,000円（材料費・ケーキ代含む）
【特別企画】　芦屋・有馬の雛めぐり

■日時　３月８日（土）午前10時30分～午後４時30分　■内容　貸切りバスで、
旧山邑邸・有馬グランドホテル「雅中庵」のお雛様鑑賞。谷崎館で和紙雛鑑賞　
■同行講師　井上勝博記念館学芸員　■定員　24人　■参加料　10,000円
（「雅中庵」昼食代含む）
　※申し込み　いずれもメールまたはファクスで上記へ
【ロビーギャラリー】　森本有泉　日本の美　絵画展

■期間　２月２日～24日（最終日は午後３時まで）　■会場　ロビー　■内容
日本画家・森本有泉（1931～1988年）の作品展　■入館料　300円
＜２月の休館日＞　４日(月)・12日(火)・18日(月)・25日(月)

【健康山歩き講座－梅と桜を求めて…】＜全８回＞

■日時　２月26日～４月15日（火）午前８時50分～午後４時30分　■内容　「中山梅林」「京都・醍醐寺」
「桜の園」など、自然を楽しみながら毎回10㎞ 程度、やや中級者向けのコースをゆっくりと歩きます　
■定員　30人　■受講料　2,000円　

【芝垣先生と行く「南ドイツとスイスの旅」】＜全３回＞

■日時　２月22日～３月７日（金）午前10時～11時30分　■会場　市民センター401室　■内容　ライン河、
ビールのミュンヘン、エタール修道院、花の街ガルミシュ、スイスでは白銀の世界インスブルックへ　
■講師　アメリカン大学大学院客員教授・芝垣哲夫氏　　■定員　60人　■受講料　1,000円

【脳の科学－上手な生き方を探る】＜全４回＞

■日時　２月23日～３月22日（土）午前10時～11時30分　■会場　市民センター401室　■内容　「こころ
は頭に、それとも心臓に？こころの正体を探る」臨床心理学博士・井上敏明氏／「能力の多面性を探る」
芦屋大学学長・倉光弘己氏／「睡眠の科学」大阪府こころの健康総合センター・三上章良氏ほか　■定
員　60人　■受講料　1,300円

【男の料理入門】＜全３回＞

■日時　２月23日～３月15日（土）午前10時～午後１時　■会場　市民センター料理室　■内容　まずは
簡単料理から／早速今夜どうですか？－簡単「お酒のあて」に挑戦／これぞ醍醐味！－中華鍋を使った
料理入門　■講師　大阪ガス・アプリーティ・セサモ　■定員　20人　■受講料　1,000円（材料費2,500円別）

【エイジレス・ライフセミナー「文化人類学入門－世界の秘境探検」】＜全３回＞

■日時　２月21日～３月６日（木）午前10時～11時30分　■会場　市民センター301室　■内容　びっくり
食文化と恐怖のトイレ／着る・飾る文化と風土に適した住まいの文化／探検と危険－秘境の民との交際
術　■講師　探検家・藤木高嶺氏　■定員　60人　■受講料　1,000円

【エイジレス・ライフセミナー「戦後『昭和』を振り返る」】＜全３回＞

■日時　３月３日～17日（月）午前10時～11時30分　■会場　市民センター音楽室ほか　■内容　平成生
まれの新成人が誕生する今年、「昭和」を象徴するキーワードで戦後昭和史を振り返ります。「思わず口ず
さんだあのメロディ－戦後昭和歌謡史を振り返る」『上方芸能』代表・木津川計氏／「日本が生んだ究極
の食『インスタントラーメン』」（インスタントラーメン発明記念館見学会）／「戦後昭和スポーツと野球
－現場記者だから知っている話」元デイリースポーツ編集局次長・浜田直人氏　■定員　60人　■受講
料　1,000円（見学会交通費別）

　※申し込み　はがきかファクスに、講座名 ・住所・氏名・電話番号を記入し、２月８日（金）＜消印有効＞
　　　　　　　までに公民館へ。応募多数の場合は抽選（市内在住のかた優先）

芦 屋 川 カ レ ッ ジ 公 開 講 座
「現代中国事情～中国経済のグローバル化とその過程における労働力移動」

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068 業平町8-24)

　北京オリンピックを控え、成長著しい中国経済。
　現在の中国の人、家庭は？　経済は？　日本との関係は？
　具体的な話題から迫る「2008年の中国」。　　
■日　　時    ２月６日（水）午前10時～11時30分
■会　　場    市民センター401室
■講　　師    同志社大学非常勤講師・李　玲氏　
■定　　員    先着60人　
■受 講 料    300円
■申し込み　はがきまたはファクスで公民館へ

ゆっくり生きる。What is the Real Nature

関連企画【アーティスト・トーク】

■日時　２月９日（土）午後２時～３時30分　■会場　講義
作家・赤崎みま氏　■参加費　300円(観覧料）
関連企画【ロハスのABC：「食」から見直すいのち】

■日時　①２月３日（日）②17日（日）午後２時～３時30分　
義室　■内容　①もう牛を食べても安心か：〈流れ〉の中に
しぎ」青山学院大学理工学部教授・福岡伸一氏②「有機（オ
とであう」ヘルシーママSUN代表・西馬きむ子氏　■定員　
講料　1,300円（観覧料含む）　■申し込み　氏名、住所、電話
講座名を記入し、ファクスで右記へ。定員になり次第締め切

「芦屋シティグラフ」発売！

　市では、このたび「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・
52ページ／全カラー刷り）を発行しました。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・
文化―。それらにふれつつ散歩を楽しめるコース
の紹介、行政の動きや統計、また市内の医療機関一
覧（地図）などの情報を、写真170点のほかイラスト
や地図とともにわかりやすく掲載しています。
■発売場所　市役所行政情報コーナー・ラポルテ
市民サービスコーナー・大利昭文堂（月若町8-1）・
天久堂書店（南宮町11-1）　■定価　300円

問い合わせ　広報課　緯38-2006

【みんなで

　歌いましょう】

■日時　２月15日
（金）午後１時30分
～３時　■会場　
美術博物館講義室
■参加費　観覧料
＊歌集のないかた
は歌集代1,000円別

問い合わせ
美博　緯38-5432

自転車の交通事故防止

　自転車は、誰もが気軽に利用できるとても便利な乗り物です。しかし、交通の
ルールやマナーを守らないために交通事故や歩行者とのトラブルも多く発生して
います。
　子どもを乗せた自転車が転倒して、子どもがけがをする事故も発生しています。
　自転車に乗るかたは、次のことを守りましょう。
【自転車安全利用５原則】

■自転車の通行は車道が原則、歩道通行は例外です

　歩道を自転車で通行するときは、歩行者の迷惑に
　ならないようにしましょう
■車道では、自転車は左側を通行しましょう

■歩道は歩行者優先。自転車は、歩道の車道寄りを徐行

　歩道の幅が狭いところは、自転車を降りて押して進みましょう
■自転車を安全に乗るために、交通ルールを守りましょう

　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止　飲酒運転は、非常に危険かつ法律違反！
　○夜間はライトを点灯　夕暮れが近づいたら、早めにライトを点灯しましょう
　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認　信号や交通標識を守り、見通し
　　の悪い交差点では、必ず止まって安全確認をしましょう
　○携帯電話やヘッドホンを使用しない　通話しながらの運転は、非常に危険
■子どもを自転車に同乗させるときは、必ず子どもに幼児用ヘルメットを着用!

問い合わせ　防災安全課　緯38-2093

講 座「 女 性 と 年 金 」
－結婚・離婚・再婚、どう変わる？　　
　　　　　　　　　　妻（夫）の年金－

■日時　２月27日（水）午前10時～正午　■会場　男女
共同参画センター（ウィザスあしや）　■内容　女性と
年金のしくみ　■講師　社会保険労務士・高見香織氏
■定員　30人（男女不問）＊一時保育８人（２月22日まで
に要予約）　■受講料　300円　■申し込み　電話また
はファクスかメールで下記へ

問い合わせ　男女共同参画センター
緯38-2023/FAX38-2175/josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp

 芦屋市の動き　    芦屋シティグラフ発売中

 芦屋市政キララ    取り付けましたか？ 住宅用火災警報器

トピックス　　     「1.17は忘れない」地域防災訓練　朝日ヶ丘コミスク
 　　　　　　　    芦屋市立精道小学校　新校舎を祝う会

 芦屋の中の世界    給食でインドネシア料理　芦屋市立浜風小学校

 ドラマサーティ    高齢者生活支援物語

 市民の時間　　    図書館は人生の扉

２
月

放送時間
〔30 分〕

※「J:COMスペシャルデー」のため、２月４日・６日・８日・16日の④の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■CATV全般に関する問い合わせ
㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：COM)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.


